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1. 背景と問題意識 















































































































焦点をおく時間 一つの購買行動 鑑賞体験の瞬間 
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などに代表されるカテゴリーである(Hirschman and Holbrook 1982)。消費者によっ
て快楽的に経験されるものにもかかわらず、普通でない強い関与を生む(Holbrook 
1980)。内在的に動機づけられ、それ自体が目的となった価値であり(Holbrook 1987)、
消費者の人生において、より重要な潜在性を持っているとされる (Hirschman and 
Holbrook 1982)。シンプルな快楽的喜びから、精神的な「自己超越状態」のような深
淵な反応まで(Holbrook 1980; Holbrook and Zirlin 1985) を含み、一部の消費者にと
って相当の精神活動を要求するものである(Hirschman and Holbrook 1982)。 
従来、消費者情報処理の研究においては、言葉情報に焦点が当てられ、それ以外は、






























摘する。第二に、Krugman (1965)の TV との低関与コミュニケーションは、感情や情





















































図表３ スカイダイバーの行動特性（Celsi et al. (1993)） 
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図表４ アートの消費者 関与―知識モデル （堀田 2012） 



































































































Peter, J.P. and J.C. Olson (2010) 
 Hosei University RepositoryUniversity Repository
 12








































































Sherif and Cantril (1947)は、社会的判断理論において、人の態度を「受容範囲」「不
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